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 長かった冬の寒さにもそろそろ終わりを告げ，暖かな春の到来が待ち遠しい季節になり

ました。皆さん，いかがお過ごしでしょうか？ 

暖かな風が吹いてくると，厚手のコートを脱ぎ，気軽に外に出かけたくなるような気分

になりますが，季節の変わり目は，寒暖の差も激しく，つい油断してしまうと体調を崩し

てしまいます。バランスの良い食事と十分な睡眠を心がけ，心も体もほんのり温かな毎日

を過ごしたいものですね。  

 

❤1月 26日（土）：情報交換・相談会～17名参加～ 

・ 2 グループに分かれて，今不安なことや知りたい情報などについて，それぞれが話したり聞き役に

なったり，アドバイスしたり･･･。あっという間の 2 時間でした。 

・ 手術前に参加された方から，『全てが分らないことだらけで不安』との相談がありましたが，『わか

るよ』『私もそうだったよ』『でも，大丈夫だよ。元気になれるよ』と先輩方がうなづきながらいろ

いろとアドバイスしてくれる光景は，とても温かな空気を一緒に感じ取ることが出来る素敵な空間

になったようにも思いました。ホントに一人じゃないんですね。心強い仲間がいるんですね。 

・ また，吉田先生も参加してくださり，参加者の方々からの質問にきちんと答えていただきました。 

相談するかただけでなく，相談を受ける側の体験者の迷い（対応が上手く出来ていただろうか）や

不安（安心して帰って行かれただろうか）も話題となりましたが， 

●「聞いて」あげること ●「待って」あげること ●一緒に「そばにいて」あげること 

それがとっても大切なのかな～と改めて感じました。 

❤2月 23日（土）～24日（日）：温泉に入ろう会～12名参加～ 

・ 電車チーム 7 名・車で現地集合チーム 5 名で大雪＆大荒れの中，鳴子温泉に一泊し，みんなで温泉

に入って交流を深めてきました。 

・ 猛吹雪の中，いつ電車が止まってしまうんだろう･･･とハラハラドキドキでしたが，運よく電車も車

も順調，鳴子観光ホテルに到着すると先ず最初にティータイム♪♪ 食べきれないほどのおやつに

苦笑しながら（太ることを気にしつつ）美味しくいただき，それから貸切風呂に順番に入り，シッ

カリと温まってからいよいよ宴会！･･･と言うコース。（もちろん 2 次会もありでしたよ！） 

・ 生ビールやワインで乾杯し，食べて飲んで歌ってしゃべって･･･とても楽しい時間を過ごしました。

(おしゃべり会は深夜まで食い込み，寝不足気味のかたもいたようです。) 

・ 貸切風呂にゆっくりと入れてよかった！みんなで温泉に来るのが夢だった！との感想もいただきま

した。今年も皆さんと一緒に温泉に入れてよかった～♪。また来年，ご一緒しましょうね♪♪。 
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 近況報告 

                               古川在住 M 

ひらめきは良くても「継続」が大の苦手な私ですが，ふと振り返ると半年以上も続けることができてい

ることがあります。それは抗がん治療後にリハビリとして始めたジム通いです。水中でのウオーキングと

ストレッチを 30 分ほど行うことからのスタートでしたが，これがなかなかキツくて大変でした。また，

(前はもっと動けていたのに…)と以前の自分と比べたり，隣のコースで泳いでいる同年代の人と比べてし

まったりとマイナス思考の雑念を振り払うのも一苦労でした。それでも運動した夜にはぐっすりと眠るこ

とができるようになりましたし，暑い夏だったため冷たい水が気持ち良かったことや水の音にも癒されな

がら，なんとか続けることができました。術後十分に上がらなかった左肩も，いつの間にか上がるように

なっていたことは驚きでした。 

  最近は寒いので，陸上でのリハビリに切り替え，週に 2～3 回のペースで汗を流しています。自分では

背中のお肉がずいぶん落ちたと思うのですが，体重には大きな変化もなく，吉田先生にも気付いてもらえ

ず残念な感じです。ホルモン治療中の体重増加を最小限にとどめるためにも，自分にとって気持ちのいい

程度の運動を，これからも継続していきたいと思います。 

 

●Ｍさん，ありがとうございました。 

今後も，引き続き，皆さんの近況報告や感想など，または，吉田先生への質問(治療や病気に関

すること)などを募集しています。よろしくお願い致します。(会報に掲載させていただきます。) 

❤ 古川在住のＭさんから近況報告をいただきました（＾＾♪ 

＊りんりん会報に寄せて №9＊ 

大崎市民病院 乳腺外科科長 吉田 龍一 

震災の時 

 

 あの大震災から丸 2 年が過ぎようとしていますが，沿岸部の復興はまだまだ先のことのようです。 

あの日何をしていたか，自分の日記から抜粋してみました。 

       ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 手術中。開腹し癒着剥離しているときに，緊急地震警報が鳴り出した。「地震が来ます！地震が来ます！

20秒前・・・15秒前・・・」初めて聞くアナウンスに，本当かどうか疑った。一昨日も外来中に地震が

来たが震度4くらいでたいしたことはなかった。「5秒前！・・・」カタカタと揺れ出したが，今度は一昨

日とは違った。小さい振幅の横揺れが次第に大きくなり，キャスター付きのものは動き出した。感覚的に

２分以上あったと思う。ただ手術台にしがみつき患者の転落を防ぐのがやっと。何とか立っていられたが，

天井が落ちてくるとか床が抜けるのではないかという恐怖を実感するのに十分な揺れだった。照明が消え

真っ暗に。誰かが懐中電灯を持ってきて術野を照らす。手術を中止し懐中電灯下で閉腹した。 

 外はどんな状況なのか全くわからず。意外と静かだった。外を見てきた者によれば，南病棟と本院を結

んでいる渡り廊下は水浸しで通行不能と。その水がICUと手術室の入り口に流れ込んできて布団などでガ

ード。とにかく患者をICUに収容することに。その間にも大きな余震が続く。他人事だった阪神大震災が

当事者になった。栗駒で震度7という話が飛び込んできた。またか！医局に行ってみると，机のうえは書棚

から落ちてきた本などで埋め尽くされていたが，書籍の山の中から携帯を探す。妻にメールすると無事だ

と返信が来た。一安心する。しかし，その後は全く音信不通になった。 
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☎

 断続的に余震が続いたが，だんだん慣れてきて気にしなくなった。病棟に行ってみると全員退避命令が

出ていた。歩けない患者も布団にくるんで南病棟まで運ぶ。渡り廊下が使えないので外に出て南病棟に移

送した。よりによって雪だ。風も少しある。寒い。最悪だ。南病棟１階のリハビリ室に収容し，また本院

4階に戻りピストン輸送。みんな必死によく働いている。階段の上り下りが多く，脚が疲れた。ようやく

本院の患者はすべて南病棟に移動。力仕事は若いコメディカルが頼りになる。患者の確認が済み一段落。 

 医局に行き一休み。テレビは特番だ。人が大勢集まってテレビを食い入るように見ている。三陸沖，マ

グニチュード8.8，史上最大の地震で震源は南北に4〜500キロあるらしい。どうやら津波で海岸はすご

いことになっているらしい。仙台空港が波に洗われている。大船渡の津波なんかがれきと一緒に車，船，

みんな持って行った。大勢死んだだろう。自衛隊が撮影したという仙台沖の津波の襲来シーンはCGのよ

うだ。ついこの間行ったところだ。仙台港は10ｍの津波だそうだ。テレビは見られるが，今回は東京横

浜もかなり揺れたようなので関東の話ばかりでこちらの詳細はほとんど報道されない。今スタジオが揺れ

ていますなどといちいちうるさい。 

 果たして家はどうなったのか。帰りたいが街灯もなく信号も止まっていて危険なので諦めた。まだ余震

も続いているし，なんと言っても夜の８時になろうかというのにスタッフが全員まだ院内にいる。病院は

水，食料もあるし電気もある。そして，安全な建物もある。一般家庭じゃそうはいかないだろう。ラジオ

と懐中電灯は大事だ。妻がラジオ付き懐中電灯を買ってきたときはバカにしたが，あれは使える。水と食

料と排泄物の処理，そして情報が大事だ。 

 夜，官舎となっているアパートをのぞきに行ってみる。外は雪がやんだが，寒くて静かだった。信号も

止まり街灯もなく真っ暗だ。空を見上げると星がとてもきれいだった。こんな星空は見たことがない。新

月ではなかったが月は見えず，かつ停電のおかげで空一面の星屑だ。ずっと眺めていたかったが，いかん

せん寒すぎる。そそくさと真っ暗なアパートに入る。部屋の中は意外と何ともない。もっとも，何もない

部屋だが。懐中電灯で部屋の中を見回す。布団を見ると，暗がりの中にも綿ぼこりと思われるものがたく

さん落ちていた。何だ，いったい！？天井から降ってきたか？見上げると電器の傘がずれてしまっていて，

電灯の上にたまった10年分の綿ぼこりが布団の上に舞っていたのだった！悲惨！停電で掃除機も使え

ず，コロコロで取り除く。暖房もないのでコートだけ脱いで着替えずに布団に潜る。携帯は全く使えない。

妻はどこで寝るのだろうか。寒い〜。 

       ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 以上が，震災当日の日記の一部です。発災の翌日は仙台の自宅に行ってみましたが，家具は全て倒れ食

器など粉々になっておりました。あの日から，本当に大変な日々だったわけですが，本当にみんなで助け

合いました。また，各自治体職員はもちろん，自衛隊をはじめ，警察，消防などの人達には本当に感謝し

ます。高速道路で自衛隊の車列に毎日のように遭遇しましたが，そのたびにお礼の言葉を口にしていまし

た。今ではすっかり元の生活に戻りましたが，沿岸部の復興はまだまだです。何とか早く元の生活に戻れ

ればいいなと思います。 

最後に，亡くなった多くの方々のご冥福をお祈りいたします。 

 

❤ 今後のりんりん定例会日程と内容のお知らせです！！ 

● 3 月 23 日（第 4 土）9時 30 分～職員休憩室 定例茶話会（情報交換・相談会） 

● 4 月 20 日（第 3 土）9時 30 分～職員休憩室 25 年度総会・Dr 吉田の乳がん講座 

※体験者のかた（ご家族も含む）ならどなたでも参加できます。一緒にお話ししてみませんか？ 


